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関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
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｢な
か
っ
た
こ
と
」
に
し
て
は
な
ら
な
い

今
年
８
月
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
が
、
毎
年
９
月

１
日
に
市
民
団
体
が
都
立
横
網
町
公
園
（
墨
田
区
）
で
お

こ
な
う
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
式
」
へ
の
追

悼
文
送
付
を
見
送
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

歴
代
知
事
が
お
こ
な
っ
て
き
た
も
の
で
、「
三
国
人
」
発
言

を
し
た
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事
で
す
ら
送
付
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、「
震
災
時
に
朝
鮮
人
が
虐
殺
さ
れ
た

史
実
の
否
定
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
と
多
く
の
抗
議

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
虐
殺
事
件
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
私
た
ち
が

今
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂虐
殺
さ
れ
た
人
々

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
起

き
た
関
東
大
震
災
で
は
、
東
京

と
神
奈
川
を
中
心
に
10
万
棟
以

上
の
家
屋
が
倒
壊
。
関
東
各
地

で
地
震
に
よ
る
火
災
も
加
わ

り
、
大
き
な
被
害
が
出
た
。

東
京
だ
け
で
も
６
万
人
、
総

計
10
万
人
以
上
の
死
者
が
出
た

と
言
わ
れ
る
大
惨
事
の
混
乱
と

不
安
の
中
、「
朝
鮮
人
が
井
戸

に
毒
を
入
れ
た
」「
社
会
主
義

者
や
朝
鮮
人
が
放
火
し
て
い

る
」
な
ど
の
流
言
が
出
ま
わ
っ

た
。
こ
れ
を
真
に
受
け
た
住
民

た
ち
が
自
警
団
を
結
成
。
行
政

や
軍
隊
も
加
わ
り
、
多
く
の
朝

鮮
人
や
中
国
人
が
各
地
で
虐
殺

さ
れ
た
。
ま
た
「
暴
動
の
扇
動

や
計
画
を
し
た
」
と
し
て
、
社

⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂⿂

会
主
義
者
や
労
働
運
動
指
導
者

も
逮
捕
、
殺
害
さ
れ
た
。

自
警
団
や
警
察
は
、
語
頭
に

濁
音
が
な
い
と
い
う
朝
鮮
語
の

特
性
か
ら
、「
十じ
ゅ
う

五ご

円え
ん

五ご

十じ
っ

銭せ
ん

」

と
言
わ
せ
、
う
ま
く
発
音
で
き

な
け
れ
ば
朝
鮮
人
と
判
断
し
て

殺
害
し
た
。
方
言
の
た
め
「
朝

鮮
人
」
と
み
な
さ
れ
殺
さ
れ
た

日
本
人
の
地
方
出
身
者
も
い

る
。政

府
に
よ
る
隠
ぺ
い

殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
数
千
人

と
言
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は

当
時
の
政
府
に
よ
り
徹
底
し
て

隠
ぺ
い
さ
れ
た
か
ら
だ
。「
起

訴
せ
ら
れ
た
る
事
件
に
し
て
鮮マ

人マ

に
被
害
あ
る
者
は
、
速
や
か

に
そ
の
遺
骨
を
不
明
の
程
度
に

始
末
す
る
こ
と
」
と
の
政
府
の

方
針
で
、
河
川
敷
に
埋
め
ら
れ

た
朝
鮮
人
の
遺
体
が
警
察
に
よ

り
密
か
に
発
掘
、
移
送
さ
れ
た

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
（
参
考

文
献
①
）。

ま
た
、
当
時
の
証
言
の
多
く

は
検
閲
に
よ
っ
て
伏
字
に
さ
れ

た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
検
閲
前
の
原
本
が

見
つ
か
っ
た
『
子
ど
も
の
震
災

記
』
で
は
、「
鮮マ

人マ

が
ひ
な
ん
し

た
の
を
殺
さ
れ
た
り
し
た
」
が

「
知
ら
な
い
人
が
来
た
の
を

ぶ
っ
た
り
し
た
」
な
ど
と
書
き

換
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
政
府
も
真
相
究
明

の
た
め
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て

こ
な
か
っ
た
。
事
件
の
公
的
資

料
が
極
め
て
少
な
い
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
。

差
別
意
識
が
土
台
に

こ
の
虐
殺
事
件
を
「
朝
鮮
人

が
暴
動
を
起
こ
し
て
い
た
の
で

正
当
防
衛
だ
っ
た
」
と
言
う

人
々
が
い
る
が
、
根
拠
と
し
て

い
る
の
は
当
時
の
新
聞
記
事
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

新
聞
社
も
「
朝
鮮
人
が
暴
動
を

起
こ
し
て
い
る
」
と
信
じ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
事
実

と
は
異
な
る
。
当
時
、
警
視
庁

の
ナ
ン
バ
ー
２
だ
っ
た
正
力
松

太
郎
が
「
朝
鮮
人
来
襲
の
虚
報

に
は
警
視
庁
も
失
敗
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
よ
う

に
、
デ
マ
（
虚
報
）
が
真
実
で

あ
る
か
の
よ
う
に
広
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
大
き
な
理

由
が
朝
鮮
人
へ
の
差
別
意
識

だ
。災

害
時
の
デ
マ
を
、
メ
デ
ィ

ア
や
行
政
が
信
じ
て
広
め
た
の

は
94
年
前
の
日
本
だ
け
で
は
な

い
。
２
０
０
５
年
、
ア
メ
リ

カ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
州
で

ハ
リ
ケ
ー
ン
の
被
害
が
出
た
と

き
も
、
黒
人
蔑
視
の
意
識
が
生

ん
だ
デ
マ
を
州
知
事
や
市
長
も

信
じ
、
拡
散
さ
れ
た
こ
と
で
殺

人
事
件
が
発
生
し
た
。
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

「
外
国
人
が
犯
罪
を
お
こ
し
て

い
る
」
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
マ
は
差
別
意

識
を
土
台
に
し
て
広
が
っ
て
い

く
。

加
害
の
歴
史
に
向
き
合
う

今
年
の
「
朝
鮮
人
犠
牲
者
追

悼
式
」
に
は
、
例
年
の
倍
以
上

の
約
５
０
０
人
が
参
列
し
た
。

追
悼
文
を
送
付
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
記
者
会
見
で
問
わ
れ

た
小
池
知
事
は
「
全
て
の
方
々

へ
の
法
要
を
行
い
た
い
と
い
う

意
味
か
ら
、
特
別
な
形
で
の
追

悼
文
提
出
を
控
え
た
」「
様
々

な
歴
史
的
な
認
識
が
あ
ろ
う
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」と
し
て
、

「
朝
鮮
人
虐
殺
」
に
一
言
も
言

及
し
な
か
っ
た
。
加
害
の
事
実

を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い
。

当
日
、
同
じ
公
園
内
で
、「
６

０
０
０
人
虐
殺
は
本
当
か

日

本
人
の
名
誉
を
守
ろ
う
」
と
い

う
看
板
を
掲
げ
、
朝
鮮
人
虐
殺

を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と

す
る
市
民
約
30
人
が
集
会
を
開

き
、
墨
田
区
議
も
出
席
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
今
年
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
知
事
の
追
悼

文
送
付
見
送
り
と
連
動
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

94
年
前
の
朝
鮮
人
虐
殺
は
、

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
で
あ
り
、「
良

い
韓
国
人
も
悪
い
韓
国
人
も
ど

ち
ら
も
殺
せ
」
と
い
っ
た
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
お
こ
な
わ
れ
る

現
在
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

過
去
の
事
実
に
向
き
合
う
こ
と

で
し
か
、「
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
繰
り
返
さ
な
い
」
未
来
は
見

え
て
こ
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
肝
に
銘
じ
た
い
。

地震発生から５日後の９月６日、千葉県
東葛飾郡福田村（現・野田市）で、自警団に
よって、香川県出身の行商団が不審者とし
て疑われ、襲われた。一行15人のうち９人
が殺害され、利根川に流されてしまった。
犠牲者は、香川県三豊郡の被差別部落出身
の人たちだった。

福田村事件

【参考文献】
①『関東大震災朝鮮人虐殺の記録 ―東京地区別1100の証言』

西崎雅夫（現代書館／2016年）
②『九月、東京の路上で 1923年関東大震災 ジェノサイドの残響』

加藤直樹（ころから／2014年）
③『関東大震災』吉村昭（文春文庫／1977年）
④『別冊スティグマ第14号 福田村事件 関東大震災時の行商人虐殺』

社団法人千葉県人権啓発センター（2001年）

志賀直哉〔作家〕
大手町で積まれた電車のレールに腰かけ休んでいる時だった。丁度自分の
前で自転車で来た若者と刺子を着た若者とが落ち合った。２人は友達らしく
立話を始めた。（略）「鮮人が裏へ回ったんで、直ぐ日本刀を持って追いかけ
ると、それが鮮人でねえんだ。しかしこういう時でもなけりゃあ、人間は斬
れねぇと思ったから、とうとうやっちゃったよ」２人は笑っている。

（「震災見舞（日記）」『志賀直哉全集』改造社、1931年）

黒澤 明〔映画監督〕
下町の火事の火が消え、どの家にも手持ちの蝋燭がなくなり、夜が文字通り闇の世界になると、その闇
に脅えた人達は、恐ろしいデマゴーグの俘虜になり、まさに暗闇の鉄砲、向う見ずな行動に出る。（略）関
東大震災の時に起こった、朝鮮人虐殺事件は、この闇に脅えた人間を巧みに利用したデマゴーグの仕業で
ある。私は、髭を生やした男が、あっちだ、いやこっちだと指差して走る後を、大人の集団が血相を変え
て、雪崩のように右往左往するのをこの目で見た。
（中略）
もっと馬鹿馬鹿しい話がある。町内の、ある家の井戸水を飲んではいけないというのだ。何故なら、そ
の井戸の外の塀に、白墨で書いた変な記号があるが、あれは朝鮮人が井戸へ毒を入れた目印だというので
ある。私はあきれ返った。何をかくそう、その変な記号というのは、私が書いた落書だったからである。
私は、こういう大人達を見て、人間というものについて、首をひねらないわけにはいかなかった。

（『蝦蟇の油―自伝のようなもの』岩波書店、1984年）
私は日比谷へにげた時、朝鮮人が２千人ばかり来るから、皆
さんてんでんにお気をつけなさいと、へんな方が大声でおっ
しゃったので、私はおどろきました。（中略）お兄様たちが、日
本人と同じふうをしてきて、すぐ前にきてふところからでもき
れものをだされて、殺されるかもしれないと私たちをおどかし
になりました。私はこわくて、こわくて泣きたくなってしまい
ました。（略）私は９月１日の晩はわすれられません。

（成蹊小学校編『大震大火おもひでの記』成蹊小学校、1924年）

賀川豊彦〔社会運動家〕
私が東京への途中、六郷橋の付近で、６名の朝鮮労働者が破壊さ
れた道路に押しやられているのを見た。この上、言うべきこともな
い。私が東京から神戸に向おうとした時には、２万余名の朝鮮労働
者が店舗を襲撃中だとか、まだ、そんなことを言っていた。このよ
うに風説が盛んな時、一般人の心理がもっとも大きくなり、狂った
ようになった所に際会した朝鮮人諸氏の困難は、真に想像外だ。そ
の中で一番酷かったのが横浜であり、東京は二番目だが、中でも向
島方面、一般学生諸氏は大多数が安全であったと信じたい。

（『朝鮮日報』1923年９月13日）

あの日のことは忘れません。なんの罪もない朝鮮人が土手の坂にす
わらせられ、きかんじゅうをひたいに向け一発で殺されていったこと
を。（中略）あやしい人を見つけたら「15円50銭と言わせるのです。朝
鮮人は「チュウコエンコチュッセン」としゃべるからわかるのです。
最初につかまったのは木下川にすむ青森からきた年よりです。方言
（なまり）があって、それにつかまったおどろきでよくしゃべれません。
私たちは急いでつかまえられた場所（土手）に行って「この人はちが
います。ちがいます」といって助けてもらいました。
（木下川小学校４年１組『関東大しんさい作文集』添付資料NO.3、1983年。

授業で使用した資料）
あの晩、私は入谷の市電車庫にある電車の中で泊まったんで
すよ。朝鮮人騒ぎで、若い男が警備にあたっていました。そこ
に、電車の運転席の下についている網の中で寝ていた人がいま
してね。だれかが、その人を見て「朝鮮人だ」って叫んだんで
すよ。その人、びっくりして逃げ出したんです。そしたら追っ
かけた憲兵が頭を一突きにしてしまいましたよ。その人、最後
の力をふりしぼって、ポケットの中から木の札を出したんです。
それが車掌の証明書だったんですね、日本人でしたよ。

（『週刊読売』1975年９月６日号、読売新聞社）

寿けいさつの前を通りこそうと思うと、門内からうむ
うむとうめき声が聞こえて来た。（中略）うむうむとう
なっているのは、五、六人の人が木にゆわかれ、顔なぞ
はめちゃくちゃで目も口もなく、ただ胸のあたりがびく
びくと動いているだけであった。
私はいくら朝鮮人が悪い事をしたというが、なんだか
しんじようと思ってもしんじる事はできなかった。其の
日けいさつのにわでうめいていた人は今どこにいるので
あろうか。
（琴秉洞編『朝鮮人虐殺関連児童証言史料』緑蔭書房、1989年）

証言の数々

横網町公園に設置された追悼碑




